
第４４回田原市男女共同参画推進懇話会次第 

日時：令和４年１１月１８日（金） 

午後１時３０分から 

場所：田原市役所北庁舎３階３０１会議室 

 

１ あいさつ 

 

 

２ 報告事項 

（１）男女共同参画フェスティバルについて(実績報告)  【資料１】 

（２）田原市パートナーシップ宣誓制度について  

・「パートナーシップ宣誓制度に係る自治体間連携に関する協定」締結 【資料２】 

 

３ 議 題 

（１）田原市男女共同参画推進プランⅡ中間見直しについて 

 ・男女共同参画プランⅡ修正（案） 【資料３－１】 

・各委員意見まとめ 【資料３－２】 

 

４ その他 

 （１）各委員の取組状況・意見 【資料４】 

 

 

 

 

 

 

配付資料 

【資料３－１】男女共同参画プランⅡ 第１～４章 修正（案） 

【資料３－２】委員意見まとめ 

 

 

当日配布 

【資料１】男女共同参画フェスティバル実績報告 

【資料２】パートナーシップ宣誓制度に係る自治体間連携に関する協定締結 

【資料３－１追加資料】男女共同参画プランⅡ 第５章(資料編) 

【資料４】各委員の取組状況・意見 



第８期田原市男女共同参画推進懇話会委員名簿 

任期：令和３年４月１日～令和５年３月３１日 

【委 員】 

番号 役職等 氏 名 所属団体・役職 備 考 

１ 委員 河合 沙矢子 一般社団法人田原青年会議所 欠 

２ 委員 太田 としゑ あかばねひらがなの会  欠 

３ 委員  口 雄士 田原市地域コミュニティ連合会 理事（衣笠コミュニティ協議会長） 出 

４ 委員 小野田 清憲 ＪＡ愛知厚生連あつみの郷 所長 出 

５ 委員 中西 秀一 社会福祉法人田原市社会福祉協議会 主任 欠 

６ 委員 森下 静子 女性会議ウイットＷＩＴ 代表 出 

７ 委員 川合 茂夫 渥美漁業協同組合 代表理事組合長 欠 

８ 委員 冨田 光彦 田原市認定農業者連絡会 欠 

９ 委員 川合 利法 愛知みなみ農業協同組合 人事課長 欠 

１０ 委員 石川 智惠子 渥美商工会女性部 欠 

１１ 委員 北野谷 充香子 田原市商工会女性部 出 

１２ 委員 中村 匡 渥美半島観光ビューロー 専務理事 欠 

１３ 委員 内藤 喜久枝 田原市議会 議員 出 

１４ 委員 杉原 恵利子 田原市更生保護女性会 会計 欠 

１５ 委員 太田 文子 田原市農業委員会 委員 欠 

１６ 委員 金田 真也 田原市教育委員会 委員 出 

１７ 委員 森下 和美 行政相談委員 出 

１８ 委員 河邉 俊和 田原市企画部長  出 

１９ 委員 清水 直美 公募者 ヒッポファミリークラブ 出 

２０ 委員 永田 みよ江 公募者 女性会議ウイットＷＩＴ 出 

  

【オブザーバー】 

氏 名 所属団体・役職 備 考 

樫村 愛子 愛知大学文学部教授  

 

【事務局】 

氏 名 所属・役職 備 考 

松井 茂明 企画部企画課長  

内藤 泰子 企画部企画課 課長補佐兼係長  

下形 めぐみ 企画部企画課 主事補  

 



第４４回田原市男女共同参画推進懇話会 配席表 

（敬称略）    

 

           

       愛知大学文学部教授                

 オブザーバー 樫村愛子         

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公募委員 

委員 永田みよ江 

田原市教育委員会 

委員 金田 真也 

内藤係長 

  

松井企画課長 下形主事補 

  

女性会議ウイットＷＩＴ 

委員 森下静子 

田原市地域ｺﾐｭﾆﾃｨ連合会 

委員  口 雄士 

入り口 

行政相談委員 

委員 森下和美 

田原市議会 

委員 内藤喜久枝 

田原市商工会女性部 

委員 北野谷充香子 

田原市認定農業者連絡会 

委員 冨田光彦 

  

公募委員 

委員 清水直美 

ＪＡ愛知厚生連あつみの郷 

委員 小野田清憲 

  

  

田原市企画部長 

委員 河邉俊和 
渥美商工会女性部 

委員 石川智恵子 

    

    事務局 



【資料１】 

男女共同参画フェスティバルについて(実績報告) 

日  時 令和４年７月３１日（日）１０：００～１５：００ 

場  所 田原文化会館 

開 催 内 容 

○市民活動団体等によるワークショップ、パネル展示及びバザー 

○講演会「性の多様性を知る～自分らしく輝くために～」 

講師：安間優希氏（NPO 法人 PROUD LIFE） 

○令和３年度男女共同参画啓発作文入選作品の展示 

来 場 者 数 全体約１,０００人（講演会：約５０人） 

■当日写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇話会委員からの意見等 

○全体 

・午前中に集客が固まっており、午後は人が減ったように感じた。 （全体来場者約 1,000 人） 

・掲示物や配布物に立ち止まる人は少なかった。 

・高齢の方から、何がもらえるのかという質問を受けた。ティッシュ等と一緒に渡すと配布物を取ってくれ

る人も増えると思う。 

・例年の参加者が少なかったように感じた。 

・開催することができて良かった。やり切ったことで次につなげられる。 

・感染拡大の真っ最中だったので、集客が少なかったことに焦点を当てなくてもいいと思う。少ないから

こそ、市民活動団体同士の交流も生まれた。 

・参加者の幅を広げるため、キッチンカーの出店があるといい。 

・中学生のボランティアにも市民活動団体として参加してもらえないか声をかける。 

・市民活動団体のパネル展示には、パネルだけ置いておくのではなく、人を配置するよう依頼する。 

・若い人にも参加してもらえるよう工夫したい。 

 

○講演会 

・来場者は５０人程度と少なかったが、内容は良かったと思う。 

・講演会前の演奏はなしでも問題ない。 

・オンライン配信を行うのはどうか。 

・コロナ禍であれば広い会場で閑散と実施するのも一つの手。 

・小さい会場で実施してもいいと思う。 

・若者にも関心を持ってもらえる講師（youtuber 等）を招いてはどうか。 

・講演会という形式でなく、中学生との話し合い等のワークショップに変更してもいいと思う。 



 

○エコフェスタとの同日開催 

・同時開催するメリットは少なかったように思う。 

・今回は、ワクチン接種とも重なっていたため、参加できる団体が限られてしまった。 

・ワクチン接種と重ならず、市民活動団体出展のスペースを広げられるのであれば、同日開催も問題ない。 

⇒今回はコロナの感染拡大で集客が少なかったことも考えられるため、次年度も同日開催で実施して様子

を伺う。 

⇒エコフェスタと男女フェスで完全に導線が分かれていたため、スペースを区切らない配置やエコフェスタ

のスタンプラリーに男女フェス・きらり宝市も組み込む等、流動性を高める工夫をする。 

⇒各会長にも担当者の打合せに参加してもらい、それぞれの会議で決定事項等を共有する。なお、打合せ

には廃棄物対策課の担当も加える。 



「パートナーシップ宣誓制度に係る自治体間連携に関する協定」締結 

令和４年５月２７日（金）に豊橋市役所で締結式が行われました。 

出席者：豊橋市 浅井 由崇 市⻑   豊川市 ⽵本 幸夫 市⻑ 
蒲郡市 鈴⽊ 寿明 市⻑   新城市 下江 洋行 市⻑ 
⽥原市 ⼭下 政良 市⻑ 

 

【資料２】 



 
 

パートナーシップ宣誓制度に係る自治体間連携に関する協定書 

 

豊橋市、豊川市、蒲郡市、新城市及び田原市（以下「締結自治体」という。）は、パートナー

シップ宣誓制度（以下「宣誓制度」という。）に係る自治体間連携について、次のとおり協定を

締結する。  

 

（目的） 

第１条 この協定は、締結自治体のいずれかの宣誓制度を利用している者（以下「宣誓者」と

いう。）が安心していきいきと生活できるよう支援することを目的とする。 

（対象者） 

第２条 次条の規定による手続きの対象者は、令和４年７月１日以降に締結自治体の間で住所

の異動をした宣誓者とする。 

（内容） 

第３条 締結自治体は、前条の規定に該当する宣誓者については、すでに他の締結自治体で、

パートナーシップ宣誓書受領証等（以下「受領証等」という。）の交付を受けている事実を踏

まえ、再度の宣誓手続きの負担軽減を図るため、締結自治体がそれぞれ要綱等で定めるとこ

ろにより、簡易な手続きで受領証等を交付するものとする。 

２ 前項の規定により受領証等を交付したときは、その旨を、宣誓者の転出元の締結自治体に

通知するものとする。 

３ 締結自治体は、第１項の規定による受領証等の交付事務に必要があるときは、転出元の締

結自治体に対して、関係書類の写しの交付を求めることができるものとする。 

４ 前３項の規定による手続きは、転出元及び転入先の双方の締結自治体において宣誓制度の

対象となる場合で、宣誓者から当該手続きの実施について同意を得ている場合に限り実施す

るものとする。 

（協定の解約） 

第４条 締結自治体のいずれかに、この協定を継続できない事情が発生したときは、締結自治

体が協議のうえ、この協定を解約できるものとする。 

 （個人情報の取り扱い） 

第５条 締結自治体は、この協定に基づき共有する当事者の個人情報について、各自治体の個

人情報の保護に関する条例に基づき適切に取り扱うものとする。 

（協議） 

第６条 締結自治体は、それぞれの宣誓制度を変更するときは、その都度報告するものとする。 

２ この協定に定めのない事項又はこの協定の内容に疑義が生じたときは、その都度、締結自

治体が協議の上、定めるものとする。  

３ 締結自治体のいずれかが、この協定の内容の変更を申し出たときは、その都度、締結自治

体が協議の上、必要な変更を行うものとする。 

 （効力発生日） 

第７条 この協定は、令和４年７月１日からその効力が生じる。 

  

 



 
 

 

 

この協定の締結を証するため、本書を５通作成し、締結自治体が記名押印の上、各自１通

を保有するものとする。  

  

令和４年５月 27日   

 

 

豊橋市今橋町１番地            豊川市諏訪１丁目１番地 

豊橋市                  豊川市 

豊橋市長  浅井 由崇                   豊川市長 竹本 幸夫 

 

 

 

 

蒲郡市旭町 17 番１号            新城市字東入船 115 番地 

蒲郡市                   新城市 

蒲郡市長  鈴木 寿明                    新城市長 下江 洋行 

 

 

 

 

田原市田原町南番場 30番地１ 

 田原市 

 田原市長 山下 政良 
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第 5章 参考資料 

 １ 男女共同参画に関する市内の活動事例 
 田原市内には、さまざまな形で男女共同参画を実践している市民活動団体等があります。公益 
的・公共的な市内の活動事例を一部整理しています。 
 
【推進目標Ⅰ】 人権尊重と男女平等の意識づくり 

活動者 活 動 内 容 
人権擁護委員 人権意識向上全般の周知・啓発活動 

DV 等女性の権利擁護に関する理解の促進活動（企業説明会等の実施） 
女性会議 WIT ウイット 無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）や性教育等、さまざま

な男女共同参画をテーマとした講座を企画したり、セミナーに参加し

たりし、メンバーと市民の男女共同参画意識の向上と、ジェンダー平

等社会の実現を目指して活動している。 
 
【推進目標Ⅱ】 誰もが参画のまちづくり 

活動者 活 動 内 容 
民生・児童委員 
人権擁護委員 
行政相談委員 

委員の女性比率が民生・児童委員は 46％、人権擁護委員では 80％、行

政相談委員では 67％と多くの女性委員が参画している。 

高齢者交通安全協力員 高齢者に対する効果的な交通事故抑止策を推進するため、地域高齢者

の戸別訪問による啓発、街頭キャンペーン等警察の実施する啓発活動

補助を行っている。 
※現在、市内に協力員が 20 名おり、全て女性。 

田原市赤十字奉仕団 
（田原市更生保護女性

会） 

①赤十字親子教室 ②赤十字防災キャンプ ③市内の未就学園児の保

護者を対象にした幼児安全法の実技講習会 ④田原市総合防災訓練で

炊き出し訓練の実施などを行っている。赤十字幼児安全法指導員・赤

十字健康生活支援講習指導員、支援員、一般団員が、女性ならではの視

点を活用し研修や防災学習・防災キャンプなどでの活動を通じ、団員

同士がスキルアップを図りつつ、防災のまちづくりを目指している。 

地域参加の女性団体 
（野田レディース） 

従来の婦人会に代わり、地域に根ざしながらも、女性が主体的に地域

活動に参加する団体として結成。市民館まつりやウォーキング大会な

どの地域行事を運営支援するほか、盆踊りなどにも参加し、地域活動

を盛り上げている。 

【資料３－１追加資料】 2 

男の料理教室 大草校区、福江校区の市民館などで、地域の男性対象に、料理を学ぶ講

座が行われている。 
大久保区自治会 
（防災女性クラブ） 

平成 15 年頃から毎年、市政ほーもん講座に申し込みがあり、防災女性

クラブの防災意識の向上に努められている。 
田原市女性防火クラブ 家庭防火・防災に関する知識向上、安全な家庭・まちづくりを目的とす

る、市内女性 17 名が参加するボランティア組織。 
菜ばなの会 
（加治区自治会） 

自治会の女性同士でお茶会を行ったり、地区の祭りや地域活動に参加

したり、いざという時のために、女性同士で仲間づくりをする。自治会

の会合にも出席し、女性の視点をもって会議に参加している。 
農村輝きネット・あつみ 農村生活や農業経営の充実を図るとともに、ゆとりある生活の研究、

男女がともに参画する豊かで活力ある社会の実現を目指している。食

農教育に重点を置いており、地元の豊かな農産物のＰＲや、地元農産

物の消費・活用拡大に役立てるため、田原市内の高等学校で郷土料理

教室等を行っている。 
スマイルの会 みんなが笑って暮らせるよう、楽しく笑顔で活動できるよう、防災意

識の向上を目指す大久保地域の女性 6 人のグループ。コミュニティと

も協力し、地域の人の意見を聞きながら、自分達にとって何が必要か、

自分達でできることから活動をしている。 
レシピの会 平成 21 年に『男の料理サークル』として発足をし、毎月第 2 土曜日

に料理を楽しんでいる。料理を通して地域のみなさんと交流し、これ

からの人生を自立したものにし、健康的で生きがいを感じられる生活

を目指して活動している。 
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【推進目標Ⅲ】 生涯安心の暮らしづくり 
活動者 活 動 内 容 

民生・児童委員 
人権擁護委員 
行政相談委員 

委員の女性比率が民生・児童委員は 46％、人権擁護委員では 80％、行

政相談委員では 67％と多くの女性委員が参画している。 

子育て安心見守り隊 親子を地域で応援するサポーターとして活動している。 
赤ちゃんが生まれた家庭へ、近所の先輩ママさんである子育て安心見

守り隊が、プレゼントを持って家庭訪問を実施している。また、乳幼児

健診で、きょうだいを連れてきた母親が安心して健診を受けられるよ

うに、会場できょうだいの見守り、託児をおこなっている。赤ちゃんサ

ロンでも、赤ちゃんのきょうだいと遊んだり、保護者と地域の情報交

換をするなど、親子が楽しい時間を過ごすためのお手伝いをしている。 
 
【推進目標Ⅳ】 働きやすい場づくり 

活動者 活 動 内 容 
田原なのはな講座受講者 
（４９歳以下の若手女性農業者） 

若手農業者を対象にした田原なのはな講座（年４回）で、先

進農業、経営参画、キャリアプラン等の農業や農村生活の基

礎知識・技術を学んでいる。また、先輩女性農業者と交流を

している。 
愛知県農村生活アドバイザー協

会田原市支部会員 
愛知県知事に認定された女性農業者で、情報交換、学習活動

等を通して資質向上を図り、方針決定の場への参画、提言活

動等を行って、経営・社会参画の推進、地域の活性化を進め

ている。 
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２ 男女同参画関係データ集 
 
【推進目標Ⅰ】人権尊重と男女平等の意識づくり 
■男女共同参画認知度（R3 年度市民アンケート調査） 
【全体】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参考】国調査（H27 年 10 月） 
『男女共同参画社会』という言葉を見たり聞いたりしたことがあると回答した割合 

 
  

回答者数 = 0.8

0.5

36.9

43.4

37.3

32.7

23.3

23.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

内容を含め詳しく知っていた

だいたい知っていた

男女共同参画社会という言葉は聞いたことがあった

知らなかった

無回答
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■各分野における男女平等意識 
【参考】国調査（R1 年 9 月） 

 
 
■子どもの育て方に関する考え方（R3 年度市民アンケート調査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

9.3

13.6

7.0

19.1

10.3

35.0

3.3

35.6

39.8

27.7

51.0

36.6

44.0

15.2

45.5

30.7

46.5

22.6

39.7

14.4

61.2

6.5

4.5

8.7

2.1

4.0

1.1

2.3

0.7

0.5

1.6

0.2

0.4

0.1

0.3

2.4

10.9

8.6

5

9

6.4

17.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活

職場

地域活動

社会通念・…

法律や制度

政治

学校教育

男性のほうが非
常に優遇されて
いる
どちらかといえ
ば男性のほうが
優遇されている
平等である

どちらかといえ
ば女性のほうが
優遇されている
女性のほうが非
常に優遇されて
いる

男の子、女の子と区別せずに、同じように育てた方がよい

「男の子は男らしく、女の子は女らしく」育てた方がよい

どちらともいえない

無回答

47.4 15.6 34.3 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

55.5

38.3

7.2

25.5

34.3

33.7

3.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全体 

女性 

男性 

社会通念・慣習 
・しきたりなど 
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【推進目標Ⅱ】 誰もが参画のまちづくり 

■政治・行政への女性の参画状況（R4 年度市調査） 
性別 市議会議員 審議会委員会等 市管理監督者 

男 
17 人 237 人（237 人） 131 人（129 人） 

94.4％ 78.0％（75.2％） 70.4％（67.9％） 

女 
1 人 67 人（78 人） 55 人（61 人） 

5.6％ 22.4％（24.8％） 29.6％（32.1）％） 

合計 18 人 304 人（315 人） 186 人（190 人） 
                      R4 年 4 月現在（比較 R3 年 4 月） 
 
■本市における法令・条例設置委員への女性登用率が低い理由（R3 年度市民アンケート調査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■地域活動への参加（R3 年度市民アンケート調査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

％

女性の社会進出を支える条件整備が
不十分だから

女性自身が社会進出に消極的だから

女性の社会進出をよく思われない
社会通念があるから

家庭があるため女性は社会進出
できない

指導力など女性の能力が男性ほど
高くないから

その他

無回答

44.2

39.6

28.1

26.1

6.6

3.9

5.9

37.7

38.7

29.8

29.3

10.4

4.1

6.9

40.1

37.7

31.6

24.1

12.9

4.6

7.3

0 10 20 30 40 50 60

令和３年度調査

（回答者数 = 437）

平成28年度調査

（回答者数 = 393）

平成23年度調査

（回答者数 = 411）

現在、参加している活動 今後、参加したい活動

特に参加していない、参加したいと思わない 無回答

46.9

6.6

7.1

5.9

14.2

9.6

5.5

8.0

11.4

26.3

35.5

65.0

57.0

55.6

43.7

8.0

22.9

27.9

27.0

15.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自治会・町内会活動

②女性団体活動

③ＰＴＡ活動

④子ども会・青少年活動

⑤ボランティア活動などの
   社会貢献活動

令和３年度調査 

平成 28 年度調査 

平成 23 年度調査 
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【推進目標Ⅲ】生涯安心の暮らしづくり 

■「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」の認知度（R3 年度市民

アンケート調査） 
 
 

 

 

 
 
 
 
■ドメスティック・バイオレンスを受けたとき、誰にも相談しなかった理由（R3 年度

市民アンケート調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

法律があることもその内容も知っている

法律があることは知っているが、内容はよく知らない

法律があることもその内容も知らなかった

無回答

28.4

24.2

58.1

57.5

5.3

13.0

8.2

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度調査

平成28年度調査

相談するほどのことでもない
と思った

自分さえがまんすれば、なん
とかこのままやっていけると
思った

自分にも悪いところがあると
思った

相談してもむだだと思った

自分が受けている行為がＤＶ
とは認識していなかったから

どこに相談したらよいのかわ
からなかった

恥ずかしくて誰にも言えな
かった

他人を巻き込みたくなかった

そのことについて思い出した
くなかった

世間体が悪いから

相手の仕返しが怖かったから

その他

無回答

40.0

37.8

37.8

24.4

20.0

8.9

8.9

8.9

6.7

4.4

2.2

2.2

0.0

0 20 40 60
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【推進目標Ⅳ】 働きやすい場づくり 

■女性の就業率の都市比較（R2 年国勢調査） 

 
 

■田原市の女性の就業者数（R2 年国勢調査） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■女性就業者の産業別構成の都市比較（R2 年国勢調査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

64.8

57.3

57.2

55.8

54.6

55.5

53.5

0 10 20 30 40 50 60 70

田原市

豊橋市
豊川市
蒲郡市
新城市

愛知県
全国

 16186 16692 16763 16732 15894 15575

63.4 62 61.5 61.3 62.3 64.8

0

10

20

30

40

50

60

70

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H7 H12 H17 H22 H27 R2

女性の就業者数 女性の就業割合

％ 

33.4 

6.5 

6.3 

4.5 

8.2 

2.0 

2.9 

10.9 

19.3 

22.6 

25.8 

23.5 

18.4 

13.7 

51.9 

71.2 

68.8 

67.7 

65.4 

76.5 

80.2 

3.8 

3.0 

2.3 

2.0 

2.9 

3.1 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

田原市

豊橋市
豊川市
蒲郡市
新城市

愛知県
全国

第1次産業 第2次産業 第3次産業 分類不能
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■職場における男女差別（R3 年度市民アンケート調査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■女性が男性に比べ不当に差別されていると思う理由（R3 年度市民アンケート調査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■女性が働き続けるために必要な社会支援（R3 年度市民アンケート調査） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不当に差別されていると思う そのようなことはないと思う

わからない 無回答

9.8 73.9 10.7 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.6

9.0

74.5

73.6

8.1

13.9

6.8

3.5

7.5

8.2

67.6

70.1

21.7

12.2

3.2

9.5

令和 3 年度調査 

平成 28 年度調査 

平成 23 年度調査 

男性 
女性 

女性は定年まで勤め続けにくい雰囲気がある

教育・訓練を受ける機会が少ない

その他

わからない

無回答

26.7

26.3

33.3

10.0

5.3

37.5

13.3

5.3

16.7

10.0

4.2

10.0 16.7

26.3 5.3

3.3

21.1

8.3

3.3

6.7

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度調査

平成28年度調査

平成23年度調査

％

職業（仕事）と家庭の両立に職場が
理解し協力する

夫や家族が理解し協力する

給料や仕事内容、昇進などの男女差
を解消する

育児・保育に対する支援や施設、
サービスを充実させる

育児・介護休業制度を定着させる

夫の育児・介護休業を取りやすくする

介護・看護に対する支援や施設、
サービスを充実させる

産前・産後・生理休暇などを取りやすく
する

女性労働者に対する相談窓口などを
設置する

その他

無回答

57.9

47.4

37.1

24.3

23.6

19.9

18.8

16.9

3.9

0.9

3.9

57.3

51.1

28.2

27.2

27.3

10.7

25.2

18.6

4.8

1.0

6.6

49.6

52.6

25.5

31.6

19.0

16.1

23.8

17.0

3.2

1.9

6.6

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 437）

平成28年度調査

（回答者数 = 393）

平成23年度調査

（回答者数 = 411）

令和３年度調査 

平成 28 年度調査 

平成 23 年度調査 

賃金に差別がある

昇進、昇格に差別がある

能力が正当に評価されない

補助的な仕事しかやらせてもらえない

女性を幹部職員に登用しない

結婚したり子どもが生まれたりすると勤め続けにくい雰囲気がある

10 

■家庭での男女の役割分担の現状（R3 年度市民アンケート調査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■男性が家事・育児・介護に携わるために必要なこと（R3 年度市民アンケート調査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すべて男性が担当

該当する人がいない・該当する選択肢がない

無回答

すべて女性が担当

主に女性が担当し男性は手伝う程度

男女同じ程度

主に男性が担当し女性は手伝う程度

①掃除

②洗濯

③食事のしたく

④食事の後片付け、食器洗い

⑤ゴミ出し

⑥近所づきあい

⑦乳幼児の世話

⑧子どもの教育

⑨介護

⑩家計の管理

30.2

53.1

53.1

40.4

23.1

7.7

16.0

10.5

13.9

33.6

45.7

26.2

32.7

34.3

20.4

16.7

31.2

28.7

15.1

18.8

18.8

14.2

9.9

17.6

17.3

44.8

13.3

27.8

15.4

26.2

2.2

3.1

2.2

2.8

19.1

21.6

0.9

1.9

10.2

0.3

0.6

0.3

2.5

17.6

5.6

0.3

7.7

0.3

0.3

1.2

32.4

25.0

45.1

0.9

2.5

2.5

1.9

2.5

2.5

2.5

7.1

7.1

8.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

家庭で、家事・育児・介護の分担について十分
話し合う

仕事と家庭の両立ができるように社会全体の

仕組みを改める

勤務時間の弾力化、労働時間の短縮、育児・
介護休暇の普及等を図る

学校で児童や生徒に、男女の区別なく家事・育
児・介護にたずさわることの必要性を教える

家庭で子どもに、男女の区別なく家事・育児・
介護にたずさわることの必要性を教える

男性への家事講座、情報提供、相談窓口など
行政の支援施策を充実する

その他

たずさわる必要はない

無回答

42.3

42.3

34.1

22.7

21.5

4.3

1.4

0.7

5.5

44.0

34.4

23.9

25.4

27.5

8.7

1.3

1.0

5.3

38.4

38.7

25.3

24.1

26.8

7.5

1.9

2.2

5.1

0 20 40 60 80 100

令和３年度調査

（回答者数 = 437）

平成28年度調査

（回答者数 = 393）

平成23年度調査

（回答者数 = 411）

令和３年度調査 

平成 28 年度調査 

平成 23 年度調査 
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■産業分類別就業者数（R2 年国勢調査） 

 
 
■家族経営協定締結戸数（Ｒ4 年度市調査） 

 
 
 
  

R2-H27

実数（人） 割合（％） 実数（人） 割合（％） 実数（人） 割合（％） ％

就業者数 38,739 100.0 36,881 100.0 34,642 100.0 -6.5%

第１次産業 10,935 28.2 10,932 29.6 9,983 28.8 -9.5%

農業 10,420 26.9 10,471 28.4 9,584 27.7 -9.3%

林業 4 0.0 6 0.0 6 0.0 0.0%

漁業 511 1.3 455 1.2 393 1.1 -15.8%

第２次産業 10,058 26.0 9,986 27.1 8,714 25.2 -14.6%

鉱業 8 0.0 9 0 2 0 -350.0%

建設業 1,890 4.9 1,742 4.7 1,637 4.7 -6.4%

製造業 8,160 21.1 8,235 22.3 7,075 20.4 -16.4%

第３次産業 17,746 45.8 15,963 43.3 14,703 42.4 -8.6%

電気・ガス・熱供給・水道業 86 0.2 105 0.3 92 0.3 -14.1%

運輸・通信業 1,464 3.7 1,416 3.8 1,520 4.4 6.8%

卸売・小売業、飲食店 3,952 10.2 3,603 9.8 3,480 10 -3.5%

金融・保険業 381 1.0 345 0.9 322 0.9 -7.1%

不動産業 187 0.5 161 0.4 175 0.5 8.0%

サービス業 8,058 20.8 8,308 22.5 8,439 24.4 1.6%

公務 702 1.8 682 1.8 675 1.9 -1.0%

分類不能の産業 2,916 7.5 1,343 3.6 1,242 3.6 -8.1%

H22 H27 R2

304 306 317 326 328 342

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H28 H29 H30 R1 R2 R3

⼾数(⼾）
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■男女の年齢別就労割合（R2 年国勢調査） 

 
 
■女性が職業を持つことに対する考え（R3 年度市民アンケート調査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■新規就農者数（Ｒ4 年度市調査） 
  

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

愛知県男性
愛知県女性
田原市男性
田原市女性

子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい

子どもができるまでは、職業を持つ方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい

結婚するまでは職業を持つ方がよい

女性は職業を持たない方がよい

その他

わからない

無回答

令和３年度調査

平成28年度調査

平成23年度調査

46.5

38.7

31.6

5.9

5.9

7.8

27.2

38.9

39.7

3.9

5.1

5.4

0.2

0.3

1.0

3.9

6.6

3.2

7.3

9.2

5.0

4.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

37
47

70

49

17
23

0

10
20
30
40
50
60
70
80

H28 H29 H30 R1 R2 R3

人数(人）
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【推進体制】 
■男女共同参画社会の推進のために必要なこと（R3 年度市民アンケート調査） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

家庭の中での固定的役割分担の見直し
（男性は仕事、女性は家事・育児）

高齢者や病人の施設・介護サービスの充実

女性を政策決定の場に積極的に登用する
（仕組みをつくる）

男女平等を目指した法律・制度の制定や
見直しを行う

職場における男女の均等な取扱いについて
周知徹底を行う

男性の家事、子育て、介護、地域活動への
参加

社会における女性に対する差別や、女性や

子どもに対する暴力について認識し、差別や

暴力のない社会を推進する

学校教育や社会教育・生涯学習の場で、

男女の平等と相互の理解や協力についての

学習を充実する

保育サービスの一層の充実
（低年齢児保育、病児・病後児保育等）

女性の就労の機会を増やしたり、女性の職業
教育や職業訓練を充実する

学童保育の充実

各種団体の女性のリーダーを養成する

女性の生き方に関する情報提供や交流・
相談・教育の場となる施設を充実する

広報誌やパンフレットなどで、男女の平等と
相互の理解や協力についてＰＲする

各国の女性との交流や情報提供など、
国際交流を推進する

その他

特にない

わからない

無回答

25.2

24.3

22.7

21.5

21.1

20.6

19.5

16.9

14.9

13.0

8.9

8.2

4.3

2.3

0.9

1.8

2.1

4.6

5.7

16.0

33.6

20.1

19.1

17.6

21.6

20.6

13.7

23.7

17.6

12.0

8.7

7.1

3.1

0.3

1.8

－

－

7.9

－

－

22.4

22.1

19.0

－

21.2

18.7

－

18.7

－

12.4

11.9

5.1

1.2

2.2

－

－

7.5

0 20 40 60

令和３年度調査

（回答者数 = 437）

平成28年度調査

（回答者数 = 393）

平成23年度調査

（回答者数 = 411）

令和３年度調査 

平成 28 年度調査 

平成 23 年度調査 



【資料３―２】

修正箇所（修正前） 修正箇所（修正後）

男女共同参画という言葉を変えようとす
る風潮があるが、所管省庁が男女共同参
画局であり、まだ女性差別格差はあるの
で、男女共同参画という言葉は残したほ
うが良い

男女を機械的に置き換えたり削除するの
ではなく、男女共同参画の定義を文中に
盛り込み、男女を残していいと思う。
置換え、削除は別表のとおり

P11
　推進目標2

誰もが参画のまちづくり 誰もが参画できるまちづくり

P13
誰もの（が）、すべての人（以下全般に
わたる）

「性にかかわらず」「ジェンダーにかか
わらず」

P13  2行目 誰もが平等（以下全般にわたる） ジェンダー平等の意識づくり

P13　4行目 性にとらわれず 性別、性的指向又は性自認にとらわれず

P13　5行目 女性や子どもに対する暴力をなくし

女性や子ども、性的マイノリティに対す
るあらゆる暴力をなくし
（関連）
性的少数者を性的マイノリティに統一

P13　8行目 市民が社会的に関わる問題に気づき
市民が社会的・文化的性別(ジェンダー)
に関わる問題に気づき

P13 15行目 男女が同じく人権を尊重される
男女や多様な性をもつ人々が同じく人権
を尊重される

P14　4行目
男女が良きパートナーとして、お互いの
能力と個性を発揮しあう

各人が能力と個性を発揮しあう

P14　4行目
　　～6行目

男女共同参画社会の実現を目指し、啓発
活動を

男女共同参画社会の実現と誰もが自らの
SOGI※1を尊重し、異なる価値観を互いに
認め合い理解し、自分らしく生きること
のできる社会を目指し、啓発活動を

P14 　表
　　下1事業

上記に関連し「自分らしく生きる社会に
するための意識啓発と支援」掲載

P16 (不明) 男女の ジェンダー平等

P16　3行目 人権を尊重 差別を許さない（ず）

P16　4行目 女性や子どもに対するあらゆる暴力に
女性や子ども、性的マイノリティに対す
るあらゆる暴力に

P17  5行目
家庭では親の意識が直接子どもに影響す
ることから、性別にとらわれることな
く、

家庭では親の意識が直接子どもに影響す
ることから、ジェンダーにとらわれるこ
となく、

P17　8行目 主体的に将来を選択できるような平等の
主体的に将来を選択できるようなジェン
ダー平等の

P17 12行目
認知度が低い年齢層を対象とする啓発
や、参加にも配慮した

認知度が低い年齢層を対象とする啓発と
参加にも配慮した

ページ・
行番号

委員意見等
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P20 10行目
・学校の男女平等教育に関心を持ちま
しょう。

・学校のジェンダー平等教育に関心を持
ちましょう。

P20 15行目 職場環境から男女平等の取組を実践し
職場環境からジェンダー平等の取組を実
践し

P21　3行目 男性の方が優遇されていると 男性が優遇されていると

P21　5行目 男女の不平等意識を解消するために
ジェンダーの不平等意識を解消するため
に

P22  6行目
・男女共同参画の視点に立って偏った社
会通念や慣習

・ジェンダー平等社会推進の視点立って
偏った社会通念や慣習

P22  9行目 ・偏った慣習等を見直すきっかけづくり
・偏った慣習及びアンコンシャス・バイ
アス等を見直すきっかけづくり

P23　2行目
男女共同参画社会の形成には、男女が共
に理解を深めることが

男女共同参画社会の形成には、性別、性
自認、性的指向にとらわれず誰もが理解
を深めることが

P24 表見出し
「第1項　人権尊重と男女平等の意識づく
り」

「第1項　人権尊重とジェンダー平等の意
識づくり」

P24 表指標名 各分野における男女平等意識 各分野におけるジェンダー平等意識

P25　1行目 誰もが参画のまちづくり 誰もが参画できるまちづくり

P25　9行目 地域活動に男性も女性も取り組み、 地域活動にすべての人が取り組み、

P26  8行目
環境づくりとして人材の発掘、人材の育
成、啓発等に努めます。

環境づくりとして人権の尊重、ジェン
ダー平等の啓発に努めます。

P30  5行目
様々な立場の人へ配慮した、きずなの強
い地域コミュニティをめざしましょう

様々な立場の人へ配慮した、個の尊重さ
れる地域コミュニティをめざしましょう

P31  7行目
雰囲気づくりに努めましょう 環境づくりに努めましょう

P32  5行目
このような課題を解決するためには、出
産や育児、家事経験が多い女性や性的少
数者

このような課題を解決するためには、女
性や性的マイノリティ

P32  8行目
普段から男女共同参画担当と防災担当で
連絡調整を行っておくことが大切です。

平時に男女共同参画担当と防災担当で具
体的に連絡調整を行っておくことが重要
です。

P32 14行目
（1）男女双方の視点に十分配慮した防災
対策の立案と実施

（1）あらゆるジェンダーの視点に十分配
慮した防災対策の立案と実施

P32
（意思決定機関への女性の参画の比率
は？）

更に進めていく必要があるのではない
か。

P32
【防災を担う組織全般において女性の登
用を進めることで…努めます】

防災についての点ですが、女性登用を努
力義務ではなく義務化、または男女共同
参画懇話会が関われるようにして欲しい
です。

各地域の災害時の備蓄品に生理用品や粉
ミルクなどあるか等、リストの一元化や
チェック体制を整えて頂けると良いと思
います。

（ちなみに現状はわかりませんが、何年
か前に赤石地区の役員をしていた父に確
認したところ、当時の赤石の備蓄品に上
記の物はなかったと思う、との事でし
た）
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P33 (3)表
事業の概要

男女ともに多様な年齢層の 多様な人々の

P41 10行目
　～11行目

誰もが自らのSOGIを尊重し、異なる…意
識啓発に努めます。

ここで記載するのではなく人権ではない
か

P41 13行目 母子健康手帳 「親子健康手帳」を検討

P46　1行目 ・男女がともに介護を支えましょう。
・すべての人がともに介護を支えましょ
う。

P47　1行目
◆◇配偶者等に対するあらゆる暴力の根
絶

◆◇パートナーに対するあらゆる暴力の
根絶

P47 12行目下
男性に対するDVや性的マイノリティに対
する暴力にも触れる

P47 15行目
配偶者等に対する暴力の根絶に向けて、
個人の意見を尊重し、配偶者等からの暴
力を容認しない

パートナーに対する暴力の根絶に向け
て、個人の意見を尊重し、パートナーか
らの暴力を容認しない

P47 16行目 推進施策の上段に加筆修正 加害者更生プログラムの充実

P48　3行目

P50 5行目下 困難女性支援法関連の文章を入れる

P50 ひとり親家庭
特にシングルマザー家庭の貧困に対応す
る視点

P50 10行目
・職場における固定的な男女の役割分担
を見直し、改善しましょう。

・職場における固定的な男女の役割分担
について気づき、見直し、改善しましょ
う。

P53 11行目
　～13行目

事業所の役割 具体化できる記述に

P56 （3）女性デジタル就業支援について
女性に限るのは何故なのか、疑問に感じ
ます。

テレワークなど多様で柔軟な働き方はす
べての人に必要だと思いますし、本施策
の目標である【子育てや介護等と仕事の
両立】も女性だけの問題ではないはずで
す。女性に限ることで、女性に負担がか
かってしまっている現状は改善されない
と考えますので、【デジタル就業支援】
で良いのではないでしょうか。

P59
数値目標

 同
前向きに参画していく流れを制約する意
味は？

興味をもって学んで資格を取ってこの地
域の農産物に詳しい人が多いと問題か。
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全般 男女

誰も、すべての人
性の多様性、人権を尊重する点でとても
良いと思う反面、同じではなく個々それ
ぞれの個性が大切にされること。そして
男女を科学的に性を科学的にとらえる視
点の教育の必要性を感じる。
人間本来持っているものを脳科学的にも
とらえ、人権をロジカル的考えることも
大切な事だと思う。表面的な言葉だけに
ならないような取組みが具体的にどのよ
うにできるのか。
皆さんで話せたらと思う。

全般

◎このプランの本質はそもそも男女共同
参画社会推進のために性によるバイアス
の問題を改善すべく作っているものであ
り、文言によりその点をあいまいにしな
いでいくことが大切。ＳＤＧsで言われて
いるようなジェンダー平等の推進を主流
として「ジェンダー平等」の文言をつ
かっていくことが大切。

全般

◎多様性の尊重、LGBTQについて一部触れ
るようにするが、別扱いで今後多様な性
に関する啓発リーフレット、などで周知
していくことが必要。あまりそこにとら
われすぎると、男女共同参画の本筋がぼ
やけていってします。

※グレー表示は意見を参考とし、修正を行わなかったもの
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◆置換え、削除一覧

ページ・
行番号

修正前 修正後

P13　4行目 男女が共に人権を尊重し すべての人が互いに人権を尊重し

P13　6行目 男女がお互いの人権を 誰もがお互いの人権を

P13 11行目 ◆◇ 第１節　男女の人権の尊重 ◆◇ 第１節　すべての人の人権の尊重

P14　4行目 男女の人権が尊重され すべての人の人権が尊重され

P16　3行目 ・男女が良きパートナーとして ・誰もが良きパートナーとして

P16 11行目 男女がお互いの人権を 誰もがお互いの人権を

P17　7行目 男女が共に、自らの生き方などを考え 自らの生き方などを考え

P20　3行目 男女がお互いの個性や能力を発揮し、 誰もがお互いの個性や能力を発揮し、

P20 13行目 男女の人権を尊重する すべての人の人権を尊重する

P25　6行目 男女が共に参画する 人々が共に参画する

P32　2行目
防災（復興）対策は、男女双方のニーズ
の違いを把握して

防災（復興）対策は、多様な性のニーズの違
いを把握して

P32 10行目
地域での防犯活動にも、男女が共に取り
組み、地域全体で様々な立場の人に配慮
した

地域での防犯活動にも、地域全体で様々
な立場の人に配慮した

P32 11行目 防災・防犯活動に、男性も女性も参加し、防災・防犯活動に誰もが参加し、

P32 14行目 （１）男女双方の視点に十分配慮した （１）多様な性の視点に十分配慮した

P32 16行目 男女双方の視点に十分配慮した 多様な性の視点に十分配慮した

P32 (1)表
事業名、事業
の概要

男女双方 多様な性

P33　1行目 （２）自主防災活動への男女の参画及び
（２）自主防災活動への多様な人々の参
画及び

P33 (2)表中
事業名

男女双方の視点に配慮した 多様な性の視点に配慮した

P33　6行目 男女双方の視点に配慮した 多様な性の視点に配慮した

P33 12行目 男女双方の視点に配慮した すべての人の視点に配慮した

P36　2行目 豊かな自然を男性も女性も参画し 豊かな自然を誰もが参画し

P36　8行目 豊かな自然を男性も女性も参画し 豊かな自然を誰もが参画し

P36 20行目
住みやすい地域を目標に、男女ともに自
主的な

住みやすい地域を目標に、みんなで自主
的な

P36 22行目 地域づくりや観光施策に男女双方の視点を
地域づくりや観光施策に多様な人々の視
点を

P38　2行目 活動団体への男女それぞれの参画 活動団体への多様な人々の参画

P40　3行目 男女が共に生涯にわたって すべての人が共に生涯にわたって

P40 11行目 男女が生涯にわたって すべての人が生涯にわたって

P41　2行目 男女の性の理解と女性の身体に関する 多様な性の理解と女性の身体に関する

P41　4行目 男女がお互いの性と健康について理解し
一人ひとりが互いの性と健康について理
解し

P43　4行目 男女の性と健康を理解し 多様な性と健康を理解し

P43　9行目 男女の性別による違いや健康づくりへの 多様な性の違いや健康づくりへの
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P50　1行目
◆◇ 第４節　貧困など生活上の困難に直
面する男女への支援

◆◇ 第４節　貧困など生活上の困難に直
面する人々への支援

P52　3行目 意欲のある男女が 意欲のあるすべての人が

P54 12行目 家庭で男女の協力関係を十分話し合う
家庭でパートナー間の協力関係を十分話
し合う

P57 11行目 男性と女性が対等なパートナーとして 誰もが対等なパートナーとして
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各委員の取組状況・意見 
 

１ 河合 沙矢子 委員 

 ◎田原ＪＣの取組 

予算の中から社協さんへ食料と生理用品の寄付をおこなう予定です。 

また、先日セントファーレで開催した例会の中で、一般向けに支援金ボックスを設

置し、８，５８６円集まりました. 

 

 

 

２ 中西 秀一 委員 

 ◎田原市社会福祉協議会の取組。 

１１月２０日（日）、３年ぶりに福祉のつどいを開催します。 

会場は田原福祉センター、ララグラン、田原文化ホールです。 

田原福祉センターでは食品、生理用品の寄付を受付けます。ご協力をお願いしま

す。 

◎意見等 

「用語説明」わかりやすいです。 

ただ読み手が一般市民と考えると「用語説明」は最後ではなく、巻頭に持ってく

るとさらにわかりやすい気がします。 

 

 

 

 

３ 内藤 喜久枝 委員 

 ◎意見等 

先日、愛知県農村生活アドバイザー協会田原支部から「女性農業者が働きやすい

環境づくり」～介護をしている女性農業者への支援策の充実～について要望書が提

出されました。（別紙参照） 

男女共同参画推進プランへ女性農業者の家事・育児だけでなく、ぜひ介護に関する

記述をしてもらいたいと思います。 

 

 

 

４ 金田 真也 委員 

 ◎意見等 

田原中部小学校で行われる学芸会のなかで、１００年以上続く伝統劇「崋山劇」

で初めて小学校５年生の女の子が主役を務めた事 

 

資料４ 



2 

 

 

５ 永田 みよ江 委員 

 ◎団体の取り組み 

田原市の最上位計画 田原市総合計画と男女共同参画社会の推進  

みんなが自分らしく輝けるまち.たはら 

この視点から、暮らしと政治について、考える話し合いを行っています。 

政治、宗教を語ってはいけないという社会で生きていますが、来年は 4 年に一度

の地方選挙の年です。 

政治に携わる人と市民の関係は？ 田原市の予算はどう使われているのか、調べ

る方法は？などの素朴な疑問について、まずは自分達で調べてみようなど、初歩的

な話し合いを行っています。 

一歩一歩しか歩めませんが、疑問 話し合い 行動が大切だと感じています。 

◎意見等 

今回のプラン修正の作業、正直私には難しかったです。 

何故なら、完成された行政文書に自己の意見を入れるという作業は、専門的知識

がないと簡単には出来ないからです。 

送られてきたプランの修正箇所は、男女平等からジェンダー平等に修正された箇

所が多く、性的マイノリティーへの人権配慮が記載され、時代の進歩を感じました。 

 

提案された委員の皆さまの時代を読む知識の深さに敬服です。 

そして自分の不勉強を自覚しましたので、引き続き学んでいきたいと思います。 

 

 






